建築・環境情報処理演習（GISの利用、久田担当：第二回）

東京都の市区町村別・統計データの利用

１．データの入手（久田研究室のOpen Data→ダウンロード→MapInfoフォルダーより）

　　http://kouzou.cc.kogakuin.ac.jp/Open/MapInfo/
２．Tokyo.TABを開き、別名（東京.TAB）で保存、再び東京.TABを開く

→【ウィンドウ】→【ブラウザウィンドウを表示】でプロパティの確認（行政コードのみ）

→ 注意：平成７年に 秋川市と五日市町が合併し、あきる野市となった。そこで秋川市の名前をあきる野市と変更しておく。

３．東京都のホームページから昼間・夜間人口、面積データ（Excelデータ）の入手

東京都のホームページ

http://www.metro.tokyo.jp/index.htm
東京ポケットメモ・統計　ようこそ東京都庁へ／統計情報
http://www.soumu.metro.tokyo.jp/08toukei/a_toukei/nf_index.htm
統計データ（分野別）

http://www.soumu.metro.tokyo.jp/08toukei/a_toukei/TOB4I200.HTM
Ｂ　人口

http://www.soumu.metro.tokyo.jp/08toukei/a_toukei/TOB4I900.HTM
６　調査名：国勢調査

　　(2) 東京都の昼間人口　平成７年

http://www.soumu.metro.tokyo.jp/08toukei/a_toukei/TOB5PV00.HTM
第１表　男女、地域別昼間人口　Ｅｘｃｅｌ　４．０
http://www.soumu.metro.tokyo.jp/08toukei/a_toukei/HYOU/TOB6CLA0.XLS
→　開いたExcelデータを別名データとして保存（東京都データ.xls）

→【挿入】→【ワークシート】で新しいワークシートを作り、区市名、昼間人口（平成７年度）、面積、夜間人口のみのデータをコピーする（全データを貼り付けて、不要データを削除する）。区市は千代田区から西多摩郡まで。

→ Excelデータを閉じる（バージョンに注意。最新バージョンでない方が良い）。

４．ExcelデータのMapInfoデータへの挿入

→ 東京.TABの【テーブルを開く】から東京都データ.xlsのsheet 1を選択し、東京都データブラウザとして表示する。【テーブル】→【テーブル管理】→【テーブル定義】から東京都データを選択し、各フィールドのデータの属性を確認する（文字、整数、浮動小数など）。

→ 東京.TABの【テーブル】→【テーブル管理】→【テーブル定義】から東京を選択し、【フィールドの追加】（種類：浮動小数）を３回繰り返す（フィールド３～５）。

→ 東京.TABのブラウザウィンドウを開き、【テーブル】→【カラムの更新】から【更新フィールド】をフィールド３、【値を得るテーブル】と東京都データ、【対象フィールド】をB（昼間人口）とする。さらに【結合】を東京の市区町村名と東京都データのAとし、区市名が両データで対応するようにする。【ok】で、新しい東京ブラウザが開く。以下、同様に、面積、夜間人口も結合し、新しい東京ブラウザを完成させる。

→ 東京.TABの【テーブル】→【テーブル管理】→【テーブル定義】から、フィールド３～５の名前を、昼間人口、面積（km2）、夜間人口と変更する。また面積、夜間人口を入れ替える。

→ 人口密度フィールドの作成：東京.TABの【ブラウザ】→【表示フィールドの指定】→【演算式】から、昼間人口／面積で昼間人口密度と、夜間人口／面積で夜間人口密度とを追加する。

５．主題図とレポートの作成

課題１

昼間人口、夜間人口、昼間人口密度、夜間人口密度、それぞれに関して主題図を作成し、凡例とともに、Wordファウルに図として貼り付け、各図の特徴をコメントし、レポートを作成する。１．TOKYO1ブラウザに、昼間人口密度と夜間人口密度の２つのフィールドを追加せよ。

課題２

東京都のホームページの統計データ（分野別）

http://www.soumu.metro.tokyo.jp/08toukei/a_toukei/TOB4I200.HTM
にある｢B 人口｣や｢F 建設及び住居｣などから、区市別に分類されているデータを１つ選び、上記の作業を参考に、新しく東京２.TABを作成し、主題図等を用いてレポートを作成せよ（Word文書にて作成）。

例として：人口の動き、年齢別の人口、外国人登録人口、世帯数、建て方（一戸建、長屋、共同住宅）、階数、など

